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-1月1日生まれの新生児(千葉ポー トアリーナ)

第2固定例会・第1回臨時会
のあ ら ま し

-
平
成
日
年
第
2
固
定
例
会
が
、

6
月
お
白
か
ら

7
月

4
日
ま
で
の

叩
日
聞
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
語
長

・
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど

が
選
ば
れ
、
新
し
い
議
会
の
織
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
日
件
、
千
薬
市
議

会
会
議
線
則
の
一
部
改
正
の
謡
員
提
出
諦
案
1
件
を
審
議
し
、
討
論

(
賛
成

H
市
民
自
由
ク
ラ
ブ
、
反
対

H
日
本
共
産
党
子
葉
市
議
会
議

員
団
)
の
後
、
都
市
計
画
道
路
蘇
我
町
線
J
R内
一
房
線

・一
霊
祭
臨
海

鉄
道
線
交
護
部
工
事
委
託
契
約
に
つ
い
て
は
、
質
成
多
数
に
よ
り
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
に
よ
り
、
原
案

ど
お
り
可
決

・
ゑ
認

・
同
意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
意
見
書
官
件
、
請
隠

3
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、
市
政
に

関
す
る
一
般
質
問
が

8
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

A
V
平
成
問
忽
・
第
1
回
臨
時
会
が
、
ア
周
目
白
に
聞
か
れ
、
市
長
の
所

信
表
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
粂
例
の
一
部
改
正
の
議
案
2
件
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

盟
国
千

こ
の
た
び
、
千
葉
市
議
会
の
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

引
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
市
制
施
行
的
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
本
市
は
、
首
都
機
能
の
一
認
を

担
う
業
務
後
都
市
と
し
て
、
さ
ら
に
は
世
界
に
閲
か
れ
た

国
際
情
報
部
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
急
激
な
情
報
通
信
授
術
の
進
展
、
少
子
・
一
局
齢

化
の
進
行
、
さ
ら
に
は
環
績
と
の
共
生
な
ど
、
社
会
経
済

情
勢
全
般
に
わ
た
っ
て
大
き
な
変
化
と
改
革
の
鰐
代
を
迎

え
る
中
で
、
本
市
は
本
年
度
か
ら
、
「
や
す
ら
ぎ
を
は
ぐ

く
み
未
来
を
事
え
る
都
市
づ
く
り
」
を
目
標
と
す
る
新
5

か
年
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
‘
計
画
問
事
業
の
的
臨
時
な
推
進

を
隠
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
私
ど
も
は
、
隠
震
の
重
さ
と
使
命
を

十
分
認
識
し
、
市
民
の
出
国
綴
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
引

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
づ
く
り
の
実一
混
と
市
民
福
位
の

向
上
の
た
め
に
、
会
カ
を
傾
一
一定
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。ど

う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
同
胞
の
ご

狸
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

萩田長議矯夫内藤副議長
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一
電
所
改
修
工
事
に
関
し
、
既
存
の
受
変
電

設
備
の
耐
用
年
数
と
政
修
計
画
、
工
事
請

負
蓄
で
あ
る
共
同
企
業
体
の
業
務
分
担
な

ど
に
つ
い
て
質
凝
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
白
井
公
民
館

・
図
書
館
分
館
の
復
合
総

設
建
設
地
に
関
す
る
器
開
瞭
獄
択
送
付

。

認穐~争 本市総1:1'、より照した諮問問うため平成
説 13年間固定例会よリ昨葉市議会庁、ームベージl繍

一一一一一一一一一一ー一 致し慌します.
¥ ・I 一一周 岡田; ホームベーシでは会頭日程恰認の結果、相会のし
，.c o -.，.' i明 猛恥 Iくみ総員名簿などをj臨して参リます。

をヱ岳災芳器LJ湖 毎定例会の日程やま蹴結果l立、できるだけ速やかに更新
。白 、写~ -1 し、タイムリーな情報をお届けして参りますので、より多

目 ヲー完a偏~I くの市民の方々 にアクセスしていただき.本市議会に対す
...('b込.dJI:J~~~.. 1 る関心をー属高めていただければ幸いです.
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傍聴のご案内

‘平成13年第3固定例会は9月10目白)に
開会する予定です。

本会議は、原則として公開していますの

で、となたでも傍聴できます。

傍憶は、本会議の当日、議会綴1階で受

け付けています。

会議日程は9月6日制に決まる予定です。

百
吋
油
川町

1ν
私
ル

士
ム・
h
uゅ
議
蹴
安
本
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大
都
市
税
財
政
制
度

・
地
方
分
権
調
査
特

別
委
員
会

5
月
お
日
に
問
か
れ
、
平
成
同
年
度
図

家
予
算
に
関
す
る
要
望
の
経
過
報
告
な
ど
に

つ
い
て
翁
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、

7
月
5
日
に
関
か
れ
、
平
成
M

同

年
度
図
家
予
算
に
関
し
て
、
政
令
指
定
都

市
沼
市
が
共
同
し
て
行
-
つ
要
望
お
よ
び
本
市

が
独
自
に
行
う
重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
の

協
議
な
ら
び
に
地
方
分
権
推
進
委
員
会
思

終
報
告
な
ど
の
慌
要
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た。

総務委員会審査風祭

《
条
例
》

千
葉
市
議
会
議
員
及
び
千
葉
市
長
の
遜
慾

に
お
け
る
滋
挙
運
動
の
公
開
山
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

公
聴
滋
塗
'
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

ぃ
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
お
よ
び

選
挙
述
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
質
問
の
公
費

負
担
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

都
市
消
防
委
員
会

千
葉
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
な

と
議
案
2
件
、
誘
願
1
件
を
審
澄
し
、
火

災
予
防
条
例
に
関
し
、
=
酸
化
炭
素
消
火

設
備
を
不
活
性
.
カ
ス
消
火
設
備
に
変
更
す

る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
ゐ
リ
ま
し

た。V
美
浜
区
新
港
地
区
(
準
工
業
給
同
時
)
の

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

採
択
送
付

総
務
委
員
会

千
葉
市
検
見
川
浜
駅
第
1
自
転
車
駐
車

場
新
築
工
事
請
負
契
約
な
ど
議
案

5
件
け
を

審
査
し
、
自
転
惑
駐
車
揚
の
飽
設
警
備
に

お
け
る
利
用
者
泡
を
完
結
し
た
倹
討
の
有
無

や
利
用
料
金
の
見
直
し
の
検
討
状
況
な
と
に

つ
い
て
質
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

《
町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
》

総
名
地
区
の
録
渓
往
区
閥
単
品
開
述
土
地

基
盤
笠
傷
事
業
の
ほ
湯
鐙
偽
由
冗
了
に
伴
い
、

緑
区
古
市
場
町
な
ど
の
一
部
の
区
減
に
つ
い

て
、
町
の
区
減
お
よ
び
名
称
を
変
更
し
ま

す。

表
紙
に
綿
織
し
ま

し
た
写
真
は、

-m制

総
行
田
周
年
記
念
式

典
な
と
の
写
真
で
す
。

本
市
は
、
大
正

ω

年
1
月
1
白
の
市
制
施
行
よ
り
的
周
年
を
迎

え
、
は
怖
々
な
記
念
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
問
年
4
月
ぬ
日
に
は
、
千
葉
ポ
l
ト

ア
リ
ー
ナ
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
本
市
mω

年
の
歩
み
の
中
で
、
開
剛
一
告
な
功
綴
の
あ
っ
た

人
へ
の
特
別
感
紛
状
の
隠
呈
や
今
年
1
月
1

自
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
途
へ
‘
市
長
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

稲
毛
公
園
で
は
、
多
欲
の
市
民
一
の
方
々
が

参
加
し
て
松
芭
記
念
傾
倒
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

6
月
引
回
に
は
、
初
年
後
と
1
0
0
年
後

へ
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
2
つ
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
市
役
所
本
庁
含
前
に
浬

設
し
ま
し
た
。

7
月
刊
日
に
は
、
干
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
ま
ち
づ
く
リ
コ
ン
サ
ー
ト
が
閃
か
れ
申志
し

た。

自

国

自

国

な
お
、
常
任
蚤
由
民
会
で
所
管
事
務
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

*
子
葉
市
総
合
保
健
福
祉
計
画
等
に
つ
い

て

{

保
健
下
水
委
員
会
)

*
平
成
ロ
年
度
介
護
保
険
制
度
の
実
総
状

況
に
つ
い
て
{
保
健
下
水
委
員
会
)

*
1
S
0
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得
に
つ

い

て

(

環

焼

建

設

委

員

会

)

*
千
葉
市
廃
棄
物
減
車
等
総
進
審
議
会
の

答
申
に
つ
い
て
(
環
境
建
設
委
員
会
)

本
生
涯
祭
習
選
議
会
答
申
に
つ
い
て

(経
済
数
寄
委
員
会
)

6
期
鈎
年
に
わ
た
る
市
政
遼
鐙
に
つ
い
て

の
所
感
と
評
価
に
つ
い
て

-
郷
土
・
千
葉
市
の
将
来
像
と
市
政
運
嘗

の
塁
本
理
念
に
つ
い
て

ω総
井
市
政
M

凶
年
間
を
娠
り
返
っ
て

@
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

S
子
育
て
支
媛
に
つ
い
て

-
子
育
て
支
爆
と
保
育
事
業
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

原
境
行
政
に
つ
い
て
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《
工
事
請
負
契
約
》

本
後
見
川
浜
駅
第
1
自
転
車
駐
車
問
場
新
築

工
事
を
二
億
五
千
六
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

1幸男JII浜駅第 1 自低限駐!!H1lの完成予~ß図

松
井
旭
市
長
が退

任

*
中
央
卸
売
市
場
特
別
高
圧
変
色
所
改
修

工
事
を
七
億
二
千
四
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

第
2
固
定
例
会
最
終
日
の

7
月
4
自
に

は
、
6
期
但
年
に
わ
た
り
市
長
を
務
め
ら

れ
た
総
井
組
市
長
の
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

《
工
事
委
託
契
約
》

都
市
計
画
道
路
蘇
我
町
線
J
R
肉
一際
線
・

京
葉
臨
海
鉄
道
線
交
差
部
工
事
を
六
億
六

千
二
百
万
円
で
委
託
し
ま
す
。

会 問。ぃ
4 合
3 せ
を先

2雲
5事
4 務
7 局
2羽I

高 伊小

翠 藤里
A う1;1も!晶き害

必y一六ι
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\~矛Vケク この市語会だよりは100%湾生紙を使用しています

「すも

全同市議会議長会および関京市議会議長 会から

石焔 車産品μ、l何i量一夫総uにそれぞれ感謝状

が佼与され、 6)125卜lの本会泌場において伝達

されました。

ノ'kilöにわたり市政の振興に努められたJ')JW~こ

より 、 全国市議会議長会、 I~IJI!市議会総長会‘

千葉県in滅会泌長会から次の織民が表彩さオl、6

rJ25ilの本会誠財において表彰状が伝i主されま

した。

進
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ゑ年勤続議員表彰

{言

間
婦
問
視
建
設
委
員
会

都
市
計
画
道
路
線
我
町
線

J
R
内
房

印刷

・
一尽
一
目
指
臨
海
鉄
道
線
交
差
部
工
事
委
託

契
約
の
議
案
1
件
を
審
査
し
、
委
託
金
額

の
積
算
に
際
し
配
応
し
た
点
や
蘇
我
町
級
事

業
の
進
捗
率
と
完
成
時
期
、
完
成
後
に
お

け
る
交
通
緩
和
の
見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

l怠謝状の伝達

釆
京
国
只
-A
再
録
曾
杏
品
・

調
査
か
ら

t家

JC 

* 
大
納

I[!f 

『
ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
リ
』
発
行
委
員
会

委

員

長

清

野

裕

三

副
委
員
長
稲
田
担
昌
彦

委

員

常

賀

か

づ

子

小
川
柳
線
信

米

持

克

彦

平成13年(2001年)8月
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在穏10年以上表彰

竹内 i丸 子

J交手水 11'( )必
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6
月
初
日
に
悶
か
れ
、
市
長
提
出
議
案

n件
、
議
騎
3
件
を
書
室
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
た
ほ
か
、

諮
問
糊
は
、
柄
欄
択
送
付

2
件
、
継
続
審
査
1

件
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
教
誇
委
員
会

千
葉
市
中
央
卸
売
市
場
特
別
高
圧
笈
定

所
改
修
工
事
溺
負
契
約
な
ど
-
議
案
3
件
、
誘

願
1
件
を
寝
貧
し
、
市
湯
の
特
別
一一日
向
圧
変
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